
実
践
女
子
大
学
図
書
館
・
常
磐
松
文
庫
に
蔵
す
る
『
紫
式
部
集
』
は
、
学
内
誌
の
立
場
か
ら
は
「
常
磐
松
文
庫
本
」
と
称
す
べ
き
か
も

し
れ
な
い
が
、
「
実
践
女
子
大
学
本
」
の
称
の
知
名
度
が
高
い
・
南
波
浩
が
校
本
『
紫
式
部
集
の
研
究
嚴
本
罐
究
議
（
笠
間
書
院
、
一
九
七
二
年

九
月
刊
）
に
用
い
た
三
八
本
の
な
か
か
ら
主
底
本
と
し
、
さ
ら
に
簡
便
な
体
裁
で
広
く
流
布
し
た
岩
波
文
庫
「
紫
式
部
集
（
付
職
鱈
に
雑
琴
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
一
○
月
刊
）
、
ま
た
「
新
編
国
歌
大
観
』
な
ど
の
底
本
に
も
採
用
さ
れ
て
か
ら
は
、
斯
界
で
は
標
準
的
テ
キ
ス

（
１
）

（
２
）

卜
と
し
て
周
知
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
阿
部
秋
生
・
前
田
裕
子
、
野
村
精
一
ら
先
学
が
、
身
近
に
あ
っ
た
便
宜
も
あ

っ
て
、
該
本
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
を
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
南
波
浩
が
前
掲
書
の
な
か
で
、
諸
本
研
究
の
立
場
か
ら
「
実
践
女
子

大
学
本
」
の
位
置
づ
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
で
話
題
に
さ
れ
た
こ
と
は
多
岐
に
亘
る
が
、
『
紫
式
部
集
』
全
般
に
か
か
わ
る
こ
と
は
措
い
て
、
実
践
女
子
大
学
本
そ
れ
自
体
の

調
査
報
告
二
’
二

｜
実
践
女
子
大
学
本
を
め
ぐ
る
問
題
群

実
践
女
子
大
学
本
「
紫
式
部
集
」
の
現
状
報
告

横
井
孝
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実
践
女
子
大
学
本
に
は
、
右
の
〔
写
真
１
〕
の
よ
う
な
畠
山
牛
巷
の
瓢
箪
型
の
朱
印
を
押
し
た
「
稗
法
輪
三
条
殿
公
頼
公
紫
式
旧
集

⑳
」
と
い
う
極
札
（
一
四
・
六
×
二
・
二
四
が
あ
る
。
裏
印
は
な
い
。
さ
ら
に
、

三
条
号
後
龍
翔
院
天
文
十
五
年
左
大
臣

公
頼
公
従
一
位
同
廿
年
八
月
廿
九
日
於
防
州

生
害
年
五
十
七

問
題
、
つ
ま
り
現
状
の
形
態
に
つ
い
て
の
主
な
議
論
は
、
次
の
よ
う
な
諸
点
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。

と
記
す
紙
片
（
一
七
・
三
×
三
・
五
四
〔
写
真
２
〕
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
奥
書
に
あ
る
年
紀
「
天
文
廿
五
年
」
と

（
３
）

齪
齢
が
あ
る
こ
と
は
既
に
前
記
の
阿
部
・
前
田
ら
に
指
摘
さ
れ
、
本
稿
稿
者
・
横
井
も
別
に
詳
述
し
た
。
す
な
わ
ち
三
条
公
頼
は
、
天
文

（
１
）
栃

〔
写
真
ｌ
〕

５
碁
悪
§
■
５
５
群
Ｅ
ｉ
愚
干
説
②
蹴
工
略

〔
写
真
２
〕
添
付
文
言

F 鷲 極
札
・
添
付
文
書
に
つ
い
て

極
札

籍
黍
威
小
靭
舛
駝
鳶
惑
畿

篭
荏
淋
難
群
計
鰯
群
侭
蝿
輔
署
噌
驚
滞
噌
嘩
驚
斌
導
寵

驚蕊鍵
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実践女子大学本『紫式部集』の現状報告ニ ニニ

二
○
年
（
一
五
五
一
）
周
防
大
内
氏
の
も
と
に
あ
り
、
陶
隆
房
（
の
ち
晴
賢
と
改
名
）
の
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
添
付
の
紙
片
に
あ
る
と
お

り
八
月
二
九
日
に
横
死
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
践
女
子
大
学
本
が
公
頼
筆
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
ら
ば
奥
書
の
「
天
文
廿
五
年
爽
鐘
上

群
耆
写
」
は
あ
り
え
ず
、
「
天
文
廿
五
年
」
を
信
ず
る
な
ら
ば
公
頼
筆
で
は
あ
り
え
な
い
・
江
戸
期
の
極
め
な
る
も
の
が
信
用
な
ら
ぬ
も

の
で
あ
る
こ
と
は
繰
り
返
し
野
村
な
ど
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
実
践
女
子
大
学
本
の
そ
れ
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
奥
耆
の

信
侭
性
と
も
関
連
す
る
事
項
で
は
あ
る
が
、
添
付
の
文
言
が
伝
承
に
と
ど
ま
る
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

気
が
か
り
な
の
は
、
牛
蓄
の
極
札
に
筆
者
名
と
と
も
に
「
紫
式
旧
集
」
と
あ
る
こ
と
だ
。
通
常
こ
う
し
た
極
札
は
、
鑑
定
の
対
象
作
品

の
冒
頭
を
写
す
も
の
の
は
ず
だ
が
、
現
状
の
実
践
女
子
大
学
本
の
題
篭
に
は
「
む
ら
さ
き
式
部
集
」
と
あ
る
。
し
か
も
題
篭
上
部
に
汚
損

め
い
た
墨
痕
が
あ
り
、
そ
れ
が
単
な
る
汚
れ
な
の
か
ど
う
か
。
錦
地
表
紙
が
改
装
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
旧
題

叢
を
切
り
抜
い
て
貼
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
（
田
中
登
氏
の
教
示
に
よ
る
）
。
今
の
段
階
で
は
不
明
と
す
る
し
か
な
い
。

の
事
柄
が
少
な
ノ
、
な
い
。

作
品
本
体
に
か
か
わ
る
事
柄
だ
け
に
前
記
の
す
べ
て
の
先
学
の
論
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
問
題
点
と
い
う
べ
き
は
、
ほ
ぼ
指
摘
済
み

（
２
）
収
録
歌
な
い
し
本
文
に
つ
い
て

①
収
録
歌
一
二
六
首
は
現
存
諸
本
の
う
ち
最
大
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

南
波
、
阿
部
・
前
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ａ
、
ほ
か
の
定
家
本
に
な
い
歌
が
実
践
本
の
四
番
歌
か
ら
詑
番
歌
、
師
番
歌
か
ら
的
番
歌
に
あ
り
、

ｂ
、
古
本
系
に
な
い
歌
が
該
本
の
田
・
髄
～
師
・
的
～
ｎ
・
河
～
布
・
川
～
朋
番
歌
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
ａ
．
ｂ
に
か
か
わ
る
歌
群
は
本
来
備
わ
っ
て
い
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
い
ま
の
と
こ
ろ
異
論
が
あ
る
こ
と
を
間
か

、

－．－



②
「
日
記
歌
」
を
付
載
し
な
い
形
態
で
あ
る
こ
と
。

『
源
氏
物
語
」
研
究
が
成
立
論
に
明
け
暮
れ
し
た
こ
ろ
、
「
紫
式
部
日
記
』
も
現
存
本
が
残
欠
か
否
か
を
議
論
さ
れ
る
時
期
が
あ

っ
た
。
「
（
紫
式
部
）
日
記
歌
』
な
る
文
献
に
現
存
「
日
記
』
に
見
え
ぬ
歌
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
残
欠
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
す
る
資
料
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

南
波
浩
は
前
掲
著
に
お
い
て
、
古
本
系
『
紫
式
部
集
」
巻
末
の
「
日
記
歌
」
と
貢
紫
式
部
）
日
記
歌
』
を
弁
別
す
べ
き
必
要

（
４
）

を
説
き
、
後
者
は
前
者
の
断
簡
と
「
赤
染
衛
門
集
』
の
断
簡
が
合
綴
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
説
く
。
一
方
、
稲
賀
敬
二
は
、

赤
染
衛
門
の
も
と
で
『
栄
花
物
語
』
編
纂
資
料
と
し
て
現
存
本
以
前
の
形
態
の
「
日
記
」
か
ら
抽
出
さ
れ
た
の
が
「
日
記
歌
」
だ

と
し
て
、
定
家
本
は
「
日
記
歌
」
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
形
態
と
い
う
見
通
し
を
立
て
て
い
る
。

一
．
日
記
」
首
欠
説
は
、
現
存
『
日
記
』
と
は
別
個
の
「
日
記
」
の
存
在
説
に
移
行
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
稲
賀
に

敷
術
し
た
論
は
今
後
の
展
開
を
待
つ
状
況
と
い
え
る
。

③
本
文
の
脱
落
箇
所
が
複
数
あ
る
こ
と
。

南
波
浩
は
校
定
本
で
「
あ
っ
て
然
る
べ
き
歌
」
（
岩
波
文
庫
・
凡
例
）
と
し
て
古
本
系
か
ら
「
お
り
か
ら
を
ひ
と
へ
に
め
づ
る

花
の
色
は
う
す
き
を
見
つ
つ
う
す
き
と
も
見
ず
」
（
実
践
本
の
団
番
歌
と
昭
番
歌
の
間
）
と
「
い
づ
く
と
も
身
を
や
る
方
の
知
ら

れ
ね
ば
憂
し
と
見
つ
つ
も
永
ら
ふ
る
か
な
」
（
実
践
本
の
醐
番
歌
と
幽
番
歌
の
間
）
を
挿
入
す
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
「
か
へ
し
」
と
の
み
あ
っ
て
返
歌
の
な
い
箇
所
、
二
行
か
ら
数
行
の
空
白
部
分
が
あ
っ
て
欠
脱
を
示
唆
す
る
箇

所
な
ど
、
南
波
・
野
村
ら
が
指
摘
し
て
い
る
。

な
い
。
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二一二実践女子大学本『紫式部集』の現状報告

二
○
○
七
年
、
瑞
光
寺
住
職
・
川
口
智
康
師
の
格
別
の
ご
配
慮
と
廣
田
收
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
仲
介
に
よ
っ
て
、
該
本
の
調
査
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
南
波
浩
の
調
査
か
ら
約
四
○
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
成
果
の
一
部
は
廣
田
收
・
久
保
田
孝
夫
・
横
井
孝
Ⅱ
編

著
「
紫
式
部
集
大
成
〈
実
践
女
子
大
学
本
／
瑞
光
寺
本
／
陽
明
文
庫
本
〉
』
、
笠
間
書
院
、
二
○
○
八
年
五
月
）
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
両
本
の
関
係
に
つ
い
て
、
南
波
の
結
論
を
変
更
す
る
材
料
は
い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

（
４
）
奥
書
に
つ
い
て

奥
耆
に
は
多
く
の
疑
問
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
阿
部
・
前
田
、
野
村
な
ど
、
親
し
く
該
本
に
接
す
る
機
会
が
少
な
く
な
か
っ
た
た

め
、
か
え
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
も
な
問
題
点
と
し
て
右
の
諸
氏
は
、

南
波
浩
が
、
定
家
本
系
の
よ
る
べ
き
本
と
し
て
の
瑞
光
寺
本
に
出
会
っ
た
い
き
さ
つ
は
一
九
六
七
年
の
南
波
槁
「
定
家
本
紫
式
部
集
に

（
戸
。
）

つ
い
て
の
一
考
察
Ｉ
新
資
料
瑞
光
寺
本
紫
式
部
集
に
よ
る
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
の
ち
さ
ら
に
実
践
女
子
大
学
本
が
見
出
さ
れ
、

「
瑞
光
寺
本
の
親
本
」
「
瑞
光
寺
（
本
）
は
実
践
本
の
直
流
」
と
み
と
め
ら
れ
た
た
め
、
南
波
の
同
稿
は
前
掲
書
『
紫
式
部
集
の
研
究
鮮
騨
唾

に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
実
践
本
・
瑞
光
寺
本
は
わ
ず
か
な
異
同
が
あ
る
だ
け
で
、
現
存
伝
本
中
「
最
も
信
頼
の
で
き
る
伝
本
」

に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
実
践
本

（
前
掲
著
、
二
五
七
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
瑞
光
寺
本
と
の
関
係
に
つ
い
て

ａ
、
字
体
に
不
審
が
あ
る
こ
と
、

ｂ
、
字
体
に
関
連
し
て
、
「
筆
跡

Ｃ
、
前
記
し
た
よ
う
に
「
天
文
廿
五
年
」
の
年
紀
に
不
審
が
あ
る
こ
と
、

不
審
が
あ
る
こ
と
、

「
筆
跡
本
（
あ
る
い
は
「
筆
証
本
」
ご
「
癩
老
（
あ
る
い
は
「
煽
老
」
）
比
丘
」
な
ど
の
紛
ら
わ
し
い
語
に
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存
在
し
な
い
は
ず
の
年
紀
に
つ
い
て
は
、
旧
槁
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
か
な
ら
ず
し
も
問
題
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
あ

る
い
は
そ
の
ま
ま
問
題
と
し
て
よ
い
の
か
考
え
さ
せ
る
類
例
も
あ
る
。
不
審
と
は
申
せ
、
そ
の
見
極
め
は
簡
単
に
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
か
も
、
問
題
の
箇
所
、
「
：
・
文
廿
…
」
の
と
こ
ろ
に
は
大
き
な
擦
り
消
し
の
痕
跡
が
あ
っ
て
、
不
審
を
よ
り
大
き
な
も
の
に

し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
点
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

な
ど
を
挙
げ
る
。
い
ず
れ
の
不
審
も
、

な
ア
ポ
リ
ア
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

注（
１
）
阿
部
秋
生
・
前
田
裕
子

号
、
一
九
八
二
年
三
月
）
。

（
２
）
①
野
村
精
一
「
文
芸
資
料
研
究
所
廿
周
年
記
念
展
示
会
「
出
展
害
の
見
ど
こ
ろ
」
拾
遺
１
１
「
む
ら
さ
き
式
部
集
」
」
（
実
践

女
子
大
学
文
学
部
『
紀
要
』
第
四
二
集
、
二
○
○
○
年
三
月
）
、
②
野
村
精
一
「
作
家
・
作
品
・
作
者
Ｉ
む
ら
さ
き
式
部
の
ば

あ
い
」
（
『
源
氏
物
語
研
究
集
成
・
第
旧
巻
《
源
氏
物
語
と
紫
式
部
》
」
風
間
書
房
、
二
○
○
一
年
二
月
）

（
３
）
横
井
孝
「
実
践
女
子
大
学
本
「
紫
式
部
集
」
奥
害
考
年
紀
へ
の
疑
惑
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
八
四
巻
第
一

号
、
二
○
○
七
年
一
月
）
。
以
下
、
単
に
「
旧
稿
」
と
い
う
場
合
、
こ
の
槁
を
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
同
槁
は
、
大
幅
に
抜

粋
加
筆
改
稿
し
て
、
久
保
田
孝
夫
・
廣
田
收
・
横
井
共
編
『
紫
式
部
集
大
成
」
（
笠
間
書
院
、
二
○
○
八
年
五
月
刊
）
に
も
ヨ
紫

式
部
集
」
実
践
女
子
大
学
本
と
瑞
光
寺
本
」
と
改
題
し
て
収
め
た
。

（
４
）
稲
賀
敬
二
「
紫
式
部
と
「
日
記
歌
」
と
「
集
」
口
旧
槁
「
逸
文
資
料
」
の
補
遺
」
（
『
源
氏
物
語
の
研
究
Ｉ
物
語
流
通
機
構

「
紫
式
部
集
一
冊
（
調
査
報
告
二
）
」
（
本
誌
Ⅱ
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
一

本
来
は
拠
る
べ
き
資
料
で
あ
る
奥
書
の
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
実
践
女
子
大
学
本
に
お
い
て
大
き

－6－



二一二実践女子大学本「紫式部集」の現 |犬報告

奥
書
に
お
け
る
削
訂
（
擦
り
消
し
）
痕
に
つ
い
て
も
阿
部
・
前
田
の
論
以
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
が
、
年
紀
の
問
題
と
直
接

関
連
し
て
解
決
し
に
く
い
状
況
と
し
て
現
前
し
て
い
る
。
該
本
の
奥
書
は
、
右
に
あ
げ
た
先
学
の
諸
論
の
ほ
か
に
も
何
度
か
公
表
さ
れ
て

い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
次
頁
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
〔
写
真
３
〕

印
刷
の
状
況
に
よ
っ
て
は
鮮
明
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
い
は
右
で
も
「
天
文
廿
五
年
」
あ
た
り
に
黒
ず
み
と
に
じ
み
が
見
て

取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
該
本
を
凝
視
す
る
と
、
問
題
の
箇
所
に
繊
維
の
ケ
バ
立
ち
が
あ
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
言
い
た
文
字
の
紙
面

を
何
ら
か
の
方
法
で
摩
擦
し
て
ケ
バ
立
た
せ
、
元
の
文
字
が
薄
れ
る
か
消
え
る
か
し
た
上
か
ら
訂
正
し
た
文
字
を
書
き
重
ね
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
抹
消
さ
れ
た
文
字
の
部
分
に
は
黒
ず
み
が
残
っ
た
り
、
上
か
ら
書
き
重
ね
た
墨
の
シ
ミ
が
他
と
異
な
っ
て
識
別
し

や
す
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
本
文
の
修
正
方
法
に
つ
い
て
、
他
に
類
例
を
見
出
す
の
は
容
易
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

京
都
・
古
代
学
協
会
蔵
『
源
氏
物
語
』
Ｉ
い
わ
ゆ
る
大
島
本
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
そ
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
ぼ
全

（
６
）

帖
に
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
桐
壺
の
巻
の
一
丁
オ
モ
テ
な
ど
、
傍
書
が
擦
り
消
し
の
上
に
重
ね
書
き
修
正
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
だ
が
、
本
行
の
本
文
に
も
、
た
と
え
ば
夕
顔
の
巻
五
一
丁
ウ
ラ
５
行
目
「
い
と
お
そ
る
し
と
お
も
ひ
た
り
し
さ
ま
の

…
…
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
「
お
ひ
」
と
「
ひ
」
字
の
左
半
分
を
書
き
さ
し
て
擦
り
消
し
、
上
か
ら
「
も
ひ
」
と
重
ね
書
き
し
て
い
る
。
や

論
」
笠
間
書
院
、
一
九
九
三
年
七
月
。
初
出
一
九
八
九
年
）
。

（
５
）
南
波
浩
「
定
家
本
紫
式
部
集
に
つ
い
て
の
一
考
察
Ｉ
新
資
料
瑞
光
寺
本
紫
式
部
集
に
よ
る
」
（
「
国
語
国
文
』
第
三
六
巻
第
五

号
、
一
九
六
七
・
五
）
。

二
削
訂
（
擦
り
消
し
痕
）
の
現
状

同
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や
乱
暴
と
も
見
ら
れ
る
擦
り
消
し
の
し
か
た
で
あ
る
た
め
に
紙
の
繊
維
が
乱
れ
て
い
る
箇
所
が
多
く
、
破
損
し
て
し
ま
っ
て
い
る
箇
所
も

あ
り
、
ま
た
、
下
の
字
が
透
け
て
見
え
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

－~－－
‐ミ 鐸

母

拳
ｌ
堂《

童
祇
頁
ｎ
塁
塗
確
亨
沙
Ｔ
患
逮

瞭
溶
竣
紙
瀞
娩

、

一
言
野
ｆ
禰
籍
》

、

〃
今
世
奮
堂
４
Ｊ
御
竺
極
暑
子

－
１
玄
零

十

軽
量
調
”
＆

埣
弔
。
．
‐
“
、

蕊
議
霧
録
う
蕊
蕊
騨
』
〆
鮮
》

一
鑑
今
冬
砿
参

誉
イ
諺
や
挿
瞳
嶬
童
暮
一

可
似
・
《
・
・
識
璋
塞
・
華
：
．
垂
鍔
銅
》
《
》
》
《
一
密

灘
《
ず
息
墓

〔
写
真
３
〕
奥
書

本
云以

京
極
黄
門
定
家
卿
筆
跡
本
不
違

一
宇
至
干
行
賦
字
賦
隻
紙
勢
分

如
本
令
書
写
之
干
時
延
徳
二
年

十
一
月
十
日
記
之

癩
老
比
丘
判

天
文
廿
五
年
來
鐘
上
辞
書
罵
之

－8－



二一二実践女子大学本『紫式部集』の現状報告

河
内
本
の
代
表
的
本
文
と
も
い
う
べ
き
尾
州
家
本
に
も
、
同
様
な
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
い
っ
た
ん
書
写
さ

（
７
）

れ
た
本
文
が
丁
寧
に
削
り
取
ら
れ
」
そ
の
上
か
ら
「
別
の
本
文
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
源
氏
物
語
大
成
』
校

異
篇
に
お
い
て
、
青
表
紙
本
本
文
の
様
態
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
出
版
の
都
合
で
河
内
本
・
別
本
の
校
異

が
簡
略
化
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
実
見
に
及
ば
な
け
れ
ば
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

著
名
な
青
鶏
書
屋
本
『
土
佐
日
記
』
の
場
合
は
よ
り
徹
底
し
て
い
て
、
「
鋭
利
な
刃
物
を
紙
面
に
垂
直
に
当
て
て
誤
字
を
丁
寧
に
削
り

（
８
）

去
」
っ
た
だ
け
で
な
く
、
「
粗
く
な
っ
た
紙
面
を
摩
擦
し
て
平
滑
に
し
た
上
で
、
改
め
て
正
し
い
文
字
を
言
く
と
い
う
入
念
な
方
法
」
に

よ
っ
た
も
の
で
、
六
一
箇
所
を
数
え
る
と
い
う
。

当
該
の
実
践
女
子
大
本
『
紫
式
部
集
』
の
場
合
は
擦
り
消
し
た
あ
と
「
紙
面
を
摩
擦
し
て
平
滑
に
」
す
る
ま
で
の
こ
と
は
し
て
お
ら

（
９
）

ず
、
奥
書
を
含
め
て
一
○
箇
所
ほ
ど
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
槁
に
、
擦
り
消
し
痕
（
削
訂
）
な
ど
の
所
在
や
紙
面
の
状
況
を
、
概

略
の
み
示
し
て
お
い
た
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
影
印
と
と
も
に
現
状
を
報

蕊

告
し
て
お
ノ
、
。

〔
写
真
４
〕
ニ
オ
４
行
目

五
い
つ
れ
そ
と
い
ろ
わ
く
ほ
と
に
あ
さ
か
ほ
の

あ
る
か
な
き
か
に
な
る
そ
わ
ひ
し
き

－9－



（
１
）
ニ
オ
４
行
（
「
紫
式
部
集
大
成
」
一
九
三
頁
下
腔
行
）
「
な
る
そ
わ
ひ
し
き
」

「
そ
」
字
の
中
央
か
ら
左
下
へ
繊
維
が
め
く
れ
あ
が
っ
た
上
か
ら
押
さ
え
つ
け
ら
れ
た
た
め
、
シ
ミ
が
左
下
へ
斜
め
楕
円
に
拡
が
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
は
ず
で
あ
る
。
擦
り
消
し
の
繊
維
が
荒
れ
た
上
に
書
い
た
た
め
、
「
そ
（
字
母
・
曽
）
」
の
一
筆
目
・
二
筆
目
あ
た
り

が
擦
れ
て
い
る
。
そ
の
様
相
を
拡
大
し
て
〔
写
真
４
〕
に
示
し
て
お
こ
う
。
直
上
の
「
る
（
留
）
」
か
ら
「
そ
」
の
一
筆
目
へ
の
連
綿
の

線
が
不
自
然
な
の
も
見
て
と
れ
る
だ
ろ
う
。
擦
り
消
し
た
の
は
、
字
の
一
部
分
で
あ
る
ら
し
く
、
ま
と
も
な
字
形
を
読
み
取
る
こ
と
は
で

き
そ
う
に
な
い
。

（
２
）
ニ
ウ
６
行
（
一
九
四
頁
上
皿
行
）
「
か
へ
し
」

鍾

〔
写
真
５
〕
ニ
ウ
６
行
目

か
へ
し

九
あ
ら
し
ふ
く
と
を
山
さ
と
の
も
み
ち
は
、

こ
の
し
た
な
ら
て
ゆ
く
こ
鼬
ろ
か
は
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実践女子大学本「紫式部集」の現状報告二

「
か
」
字
は
、
擦
り
消
し
の
上
に
書
い
た
た
め
、
「
か
（
字
母
・
加
）
」
の
一
筆
目
が
か
す
れ
て
筆
の
肥
痩
た
だ
な
ら
ぬ
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
三
筆
目
は
、
下
に
や
や
薄
い
墨
が
見
え
て
お
り
、
右
上
に
わ
ず
か
に
溌
ね
て
い
る
ら
し
い
の
だ
が
、
そ
の
字
の
上
か
ら

三
筆
目
を
な
ぞ
っ
て
、
直
下
の
「
へ
」
に
連
綿
で
繋
げ
て
い
る
。
擦
り
消
し
た
字
は
残
念
な
が
ら
読
め
な
い
が
、
あ
る
い
は
同
じ
「
か
」

を
書
き
直
し
た
も
の
か
。
「
し
」
の
左
脇
に
は
塁
の
汚
損
が
あ
る
。
筆
の
毛
先
か
指
紋
の
擦
れ
の
よ
う
に
見
え
る
。

な
お
、
こ
こ
の
箇
所
だ
け
見
る
と
「
か
」
字
は
や
や
不
自
然
に
見
え
な
く
も
な
い
。
「
か
」
の
一
筆
目
が
左
外
側
に
大
き
く
湾
曲
し
、

二
筆
目
が
極
端
に
短
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
か
」
字
は
こ
の
本
の
書
写
者
の
書
き
癖
ら
し
く
、
他
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
一
オ
４
行
「
か

へ
り
」
、
同
６
行
「
く
も
か
く
れ
」
、
ニ
オ
皿
行
「
か
き
た
え
め
」
、
三
ウ
４
行
「
か
は
ら
」
等
々
、
枚
挙
に
暹
が
な
い
。

（
３
）
三
ウ
６
行
（
一
九
四
頁
下
８
行
）

「
を
る
を
に
く
／
み
て

；

誕鍵

〔
写
真
６
〕
三
ウ
６
行
行
末
ゞ

か
う
ふ
り
に
て
は
か
せ
た
ち
を
る
を
に
く

み
て

一
四
は
ら
へ
と
の
か
み
の
さ
か
り
の
み
て
く
ら
に

-11-



垂 「
に
」
全
体
と
「
く
」
の
上
部
に
擦
り
消
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
「
に
く
」
の
下
に
「
み
て
」
字
の
睾
痕
が
か
な
り
明
確
に
見
え
て
い
る
。

い
っ
た
ん
「
…
を
る
を
み
て
」
と
言
い
た
の
ち
、
書
写
者
自
身
が
目
移
り
に
気
づ
い
て
「
…
を
る
を
に
く
／
（
改
行
）
み
て
」
と
修
正
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
記
の
青
諮
書
屋
本
『
土
佐
日
記
」
の
よ
う
に
、
擦
り
消
し
て
「
粗
く
な
っ
た
紙
面
を
摩
擦
し
て
平
滑
に
し
た
上

で
、
改
め
て
正
し
い
文
字
を
書
く
」
と
い
う
手
間
を
か
け
て
い
な
い
た
め
、
紙
の
繊
維
の
毛
羽
立
ち
で
「
に
（
耳
）
」
の
墨
が
紙
面
に
乗

ら
ず
に
か
す
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
肉
眼
で
は
見
え
に
く
い
が
、
「
く
」
字
の
周
囲
に
「
て
（
天
）
」
の
呈
痕
が
残
っ
て
い
る
の
が
、

こ
の
拡
大
写
真
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）
一
三
オ
８
行
（
一
九
八
頁
下
略
行
）
「
お
も
は
す
な
り
」

､刈畷溌

識 錨鯵、

愚蕊 氏

蕊
爵
、
灘

鱗

〔
写
真
７
〕
一
三
オ
８
行
目

身
を
お
も
は
す
な
り
と
な
け
く
こ
と
の

や
う
〆
～
な
の
め
に
ひ
た
ふ
る
の
さ
ま

な
る
を
お
も
ひ
け
る

五
四
か
す
な
ら
ぬ
こ
、
ろ
に
身
を
は
ま
か
せ
ね
と

身
に
し
た
か
ふ
は
心
な
り
け
り
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二一二実践女子大学本「紫式部集」の現状報告

§ 「
な
」
字
上
部
擦
り
消
し
の
上
に
妻

書
き
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
ま

た
箇
所
の
呈
の
濃
淡
が
見
て
取
れ
る
《

こ
こ
は
擦
り
消
し
が
字
画
の
ご
く

蕊
「
ら
」
字
の
二
筆
目
以
降
に
擦
り
消
し
の
痕
跡
あ
る
か
。
「
ら
」
字
か
ら
「
ぬ

R
u

字
上
部
擦
り
消
し
の
上
に
書
く
。

一
三
ウ
ー
行
（

九
八
頁
下
岨
行
）
「
か
す
な
ら
ぬ
」

子
よ
先
信

愚

部
の
た
め
、
下
に
何
の
字
を
書
こ
う
と
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。

騨苫

上
の

「
ｈ
ソ
’

二
－

蕊

「
す
」
字
か
ら
の
連
綿
が
か
す
れ
、
「
な
（
字
母
「
奈
」
）
」
の
一
筆
目
と
不
自
然
に
重
ね

の
二
筆
目
下
部
は
重
ね
書
き
し
て
い
る
た
め
、
肥
瘻
が
通
常
と
異
な
り
、
重
ね
書
き
し

繍
鰹
溌

溌設

；鳶
．

〔
写
真
８
〕
一
三
ウ
ー
行
目

五
四
か
す
な
ら
ぬ
こ
、
ろ
に
身
を
は
ま
か
せ
ね
と

身
に
し
た
か
ふ
は
心
な
り
け
り

字
へ
の
連
綿
が
、
〔
写
真
７
〕
の
よ
う
に
拡
大
し
て
み

－1q一
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る
と
、
や
や
不
自
然
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
「
ら
」
の
最
終
が
連
綿
に
な
ら
ず
、
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
の
を
、
塁
を
接
い
で
「
ぬ
」

字
へ
の
連
綿
に
し
た
と
見
え
る
。
「
ぬ
」
字
自
体
も
左
下
の
部
分
に
不
審
な
重
な
り
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
擦
り
消
し
痕
が
な
い
の
で
、
墨

を
継
ぎ
足
し
た
箇
所
と
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
部
分
的
な
削
訂
で
あ
る
。

「
そ
」
字
、
擦
り
消
し
の
上
に
書
く
。
「
そ
」
の
直
上
と
左
下
に
二
箇
所
呈
痕
が
見
え
る
が
、
二
三
ウ
５
行
目
「
む
ま
れ
木
」
の
「
れ
」

字
の
裏
写
り
が
あ
っ
て
、
写
真
以
上
に
実
際
に
は
判
別
し
が
た
い
。
下
の
「
と
」
字
の
一
筆
目
の
す
ぐ
上
に
斜
め
の
汚
れ
の
ご
と
き
も
の

が
見
え
る
が
、
こ
れ
が
擦
り
消
し
た
字
の
残
画
と
す
れ
ば
、
「
に
（
永
）
」
か
「
少
」
の
字
に
見
え
る
。
い
ず
れ
も
同
じ
行
の
下
に
あ
る
字

（
６
）
二
三
オ
６
行
（
二
○
三
頁
上
７
行
）
「
ほ
そ
と
の
」

齢
輪
晶
巽

§

鷺

〔
写
真
９
〕
二
三
オ
６
行
行
頭

中
将
せ
う
し
や
う
と
名
あ
る
人
々
の
お
な
し

ほ
そ
と
の
に
す
み
て
少
将
の
き
み
を
よ
な

Ｉ
～
あ
ひ
つ
、
か
た
ら
ふ
を
き
魁
て
と
な
り

の
中
将

一
○
○
み
か
さ
山
お
な
し
ふ
れ
と
を
さ
し
わ
き
て

か
す
み
に
た
に
の
へ
た
て
つ
る
か
な
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二一二実践女子大学本『紫式部集』の現状報告

「
く
」
は
書
き
出
し
を
「
ノ
」
の
ご
と
く
書
き
さ
し
た
上
に
重
ね
書
き
、
「
も
」
字
全
部
と
「
ま
（
字
母
・
満
）
」
の
上
部
は
擦
り
消
し

の
上
に
言
い
た
た
め
、
や
や
か
す
れ
て
い
る
。
削
ら
れ
た
字
は
読
め
な
い
が
、
「
も
」
字
よ
り
も
か
な
り
大
き
く
広
範
囲
に
削
っ
て
あ
る

と
こ
ろ
を
み
る
と
直
下
の
「
ま
（
満
）
」
を
書
こ
う
と
し
た
か
。 篝

な
の
で
、
手
が
先
に
行
き
過
ぎ
た
自
然
な
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
「
と
」
の
左
隣
に
わ
ず
か
に
右
上
が
り
に
見
え
る
二
重
の

線
は
汚
れ
か
繊
維
屑
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）
二
六
オ
６
行
（
二
○
四
頁
上
別
行
）
「
く
も
ま
あ
れ
と
」

〔
写
真
叩
〕
二
六
オ
６
行
目

二
六
こ
と
は
り
の
し
く
れ
の
そ
ら
は
く
も
ま
あ
れ
と

な
か
む
る
そ
て
そ
か
は
く
世
も
な
き
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蕊蕊繕:識 蕊

二
七
番
歌
「
う
き
ね
せ
し
：
。
：
．
」
の
訶
耆
冒
頭
で
あ
り
、
行
頭
に
あ
た
る
。
「
里
に
」
は
擦
り
消
し
の
上
に
言
い
た
た
め
か
す
れ
て

い
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
、
隣
の
二
六
番
の
下
句
「
な
か
む
る
そ
て
そ
：
：
・
・
」
と
ほ
ぼ
同
じ
字
高
の
箇
所
か
ら
擦
り
消
し
痕
が
あ
る
。

擦
れ
消
し
痕
の
あ
る
箇
所
は
、
透
過
光
で
見
る
と
問
題
部
分
が
か
な
り
薄
く
な
っ
て
お
り
、
よ
り
そ
の
範
囲
が
明
瞭
に
な
る
。

訶
書
の
書
き
出
し
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
和
歌
と
同
じ
字
高
に
二
、
三
字
を
言
き
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
削
り
消
し

た
の
で
あ
る
。
擦
り
消
し
を
し
て
毛
羽
立
っ
た
紙
の
繊
維
を
平
ら
に
し
な
い
ま
ま
書
い
た
の
で
、
「
里
」
字
は
墨
が
わ
ず
か
に
樛
み
、
「
に

（
耳
こ
字
の
上
部
第
一
筆
目
あ
た
り
が
か
す
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

（
８
）
二
六
才
８
行
（
二
○
四
頁
上
鰡
行
）
「
里
に
い
て
、
」

蕊學

~~野

夢.．:欝
醗弾『

轆
鳶

靜
錨
毒
、 鏡

蕊 鍵霞

霞
溌
騨
》

，

：

隣
６
， 蕊

蕊
‘腎蟠

且狸蛇』

｝
母

篭
鞘』

繊 灘

〔
写
真
ｕ
〕
二
六
才
８
行

里
に
い
て
、
大
な
こ
ん
の
き
み
ふ
み

た
ま
／
へ
る
つ
い
て
に

一
一
七
う
き
ね
せ
し
水
の
う
へ
の
み
こ
ひ
し
く

て
」
（
二
六
オ
）
か
も
の
う
は
け
に
さ

え
そ
お
と
ら
ぬ

1 r q
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二実践女子大学本「紫式部集」の現状報告二二

う
か
。
次
節
で
検
討
し
て
み
た
い

以
上
、
八
箇
所
の
擦
り
消
し
部
分
を
検
討
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
一
五
ウ
４
行
目
「
い
け
の
か
、
り
火
に
」
（
六
六
番
歌
の
訶
耆
）

の
「
り
」
字
を
中
心
と
し
て
大
き
く
丸
く
紙
繊
維
が
薄
く
な
っ
て
い
る
箇
所
や
、
一
○
オ
２
行
目
「
さ
し
を
か
せ
た
る
」
（
四
○
番
歌
の

訶
耆
末
尾
）
の
「
せ
」
に
重
ね
吾
き
ら
し
き
墨
汚
れ
、
一
三
ウ
５
行
目
「
は
し
め
て
う
ち
わ
た
り
を
み
る
に
も
」
（
五
六
番
歌
の
訶
耆
）

の
「
て
」
字
に
も
重
ね
書
き
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
数
字
程
度
の
削
訂
で
あ
り
、
目
移
り
・
誤
記
な
ど
の

単
純
な
錯
誤
を
筆
写
者
自
身
が
修
正
し
た
箇
所
と
推
定
で
き
る
も
の
、
と
見
て
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
実

践
女
子
大
学
本
「
紫
式
部
集
』
に
お
い
て
、
最
も
重
大
な
削
訂
箇
所
ｌ
奥
書
の
問
題
は
、
右
の
諸
例
と
相
対
化
で
き
る
も
の
な
の
か
ど

6．注
一〆

－
７
－

大
島
本
・
若
紫
の
巻
、
物
語
本
文
の
最
後
の
見
開
き
（
五
八
ウ
ー
五
九
オ
Ⅱ
角
川
書
店
影
印
五
○
○
～
五
○
一
頁
）
に
も
傍
記

部
分
の
擦
り
消
し
痕
が
著
し
い
。
影
印
で
も
あ
る
程
度
確
認
で
き
る
が
、
二
○
○
八
年
一
○
月
に
国
文
学
研
究
資
料
館
で
お
こ
な

わ
れ
た
「
源
氏
物
語
千
年
の
か
が
や
き
」
展
に
は
若
紫
の
当
該
部
分
が
展
示
さ
れ
て
い
た
の
で
、
同
展
に
足
を
運
ん
だ
方
は
実

見
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
該
本
の
削
訂
を
含
む
本
文
の
様
態
に
つ
い
て
は
、
藤
本
孝
一
「
大
島
本
源
氏
物
語
の
耆
誌
的
研

究
」
（
「
大
島
本
源
氏
物
語
別
巻
「
大
島
本
源
氏
物
語
の
研
究
」
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
四
月
刊
、
所
収
）
の
「
本
文
様
態

注
記
表
」
が
詳
細
を
究
め
て
い
る
。

加
藤
洋
介
「
河
内
本
本
文
の
成
立
Ｉ
「
蕾
尾
州
家
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
存
疑
」
続
紹
」
言
講
座
平
安
文
学
論
究
・
第
十

輯
』
風
間
書
房
、
一
九
九
四
年
一
○
月
刊
、
所
収
）
一
七
二
～
一
七
四
頁
、
岡
嶌
偉
久
子
「
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語
の
書
誌
学

的
考
察
Ｉ
鎌
倉
期
本
文
の
成
立
」
（
横
井
孝
・
久
下
裕
利
編
「
源
氏
物
語
の
新
研
究
Ｉ
本
文
と
表
現
を
考
え
る
」
新
典
社
、

－1ワー
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実
践
女
子
大
学
本
の
奥
書
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
く
り
返
し
説
か
れ
て
き
た
。
本
来
は
書
誌
情
報
と
し
て
最
も
拠

り
所
と
な
る
は
ず
の
奥
書
に
、
存
在
し
な
い
は
ず
の
年
紀
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
事
も
あ
ろ
う
に
、
そ
の
疑
義
の
あ
る

年
紀
の
部
分
に
削
訂
の
痕
跡
が
存
す
る
、
と
い
う
駄
目
押
し
に
ち
か
い
事
実
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

、
、

こ
れ
ま
で
こ
の
奥
書
の
状
況
を
最
も
早
く
詳
細
に
検
討
し
た
の
は
、
本
誌
創
刊
号
に
収
め
る
阿
部
秋
生
の
解
題
で
あ
っ
た
か
と
恩
わ
れ

る
。
そ
の
見
解
に
傾
聴
し
て
み
よ
う
。

二
○
○
八
年
二
月
刊
、
所
収
）
一
○
四
～
二
六
頁
に
詳
細
な
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
大
内
英
範
「
尾
州
家
河
内
本
帯
木
の
耆
写

様
態
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
８
）
萩
谷
朴
「
土
佐
日
記
全
注
釈
」
（
角
川
書
店
、
一
九
六
七
年
八
月
刊
）
「
凡
例
に
か
え
て
」
一
四
頁
。

（
９
）
横
井
孝
「
実
践
女
子
大
学
本
『
紫
式
部
集
」
の
現
状
、
そ
の
他
Ｉ
そ
の
擦
り
消
し
痕
・
『
紫
式
部
集
大
成
」
拾
遺
な
ど
」

（
『
実
践
国
文
学
」
第
七
四
号
、
二
○
○
八
年
一
○
月
）
。

…
・
・
・
判
読
し
が
た
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
最
後
の
日
附
「
天
文
廿
五
年
」
の
「
廿
」
の
部
分
の
紙
が
少
し
毛
羽
立
っ
て
み
え
る
。
つ

ま
り
、
「
廿
」
は
、
一
度
書
か
れ
た
字
を
削
っ
て
消
し
、
そ
の
上
に
書
い
た
か
に
見
え
る
。
「
天
文
」
と
い
う
年
号
は
、
二
十
四
年
十

月
二
十
三
日
で
「
弘
治
」
と
改
元
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の
料
紙
の
毛
羽
立
ち
が
目
に
つ
く
の
で
あ
る
。
写
真
で
は

判
定
し
に
く
い
が
、
こ
の
「
廿
」
は
、
こ
の
行
の
他
の
字
と
は
墨
色
が
違
っ
て
い
る
し
、
書
風
も
違
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
云
っ

て
み
れ
ば
、
こ
の
奥
書
の
他
の
字
よ
り
も
若
い
人
の
字
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
ま
か
に
見
る
と
、
「
廿
」
の
右
下
の
点
も
二

三
奥
書
の
削
訂
（
擦
り
消
し
痕
）
の
現
状
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二一二実践女子大学本「紫式部集」の現状報告

重
に
打
っ
て
あ
る
ら
し
く
、
濃
い
塁
と
薄
い
墨
と
が
部
分
的
に
重
な
っ
て
い
る
」
「
廿
」
と
「
五
」
と
は
切
れ
目
な
し
に
筆
が
つ
づ

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
原
本
で
は
墨
色
を
異
に
し
、
筆
勢
を
異
に
し
て
い
る
。

写
真
で
み
る
と
、
「
廿
」
と
「
五
」
と
は
切
れ
目
な
し
に
筆
が
つ
づ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
原
本
で
は
呈
色
を
異
に
し
、

筆
勢
を
異
に
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
下
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
文
字
を
推
測
し
が
た

（
Ⅲ
）

い
。
何
故
、
改
元
の
あ
っ
た
こ
と
を
無
視
し
て
「
廿
五
年
」
と
し
た
の
か
も
推
測
し
が
た
い
。
…
…

右
の
よ
う
な
疑
団
を
呈
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
筆
跡
に
つ
い
て
は
、
畠
山
牛
蓄
の
極
め
の
よ
う
に
三
条
公
頼
の
そ
れ
と
は
認
め
ら
れ
な

い
も
の
の
、
「
天
文
ご
ろ
、
室
町
時
代
末
期
の
も
の
と
み
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
慎
重
な
判
断
を
下
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
野
村
精
一
も
当
該
の
奥
耆
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
た
一
人
で
あ
っ
た
。
奥
書
の
持
つ
不
審
の
条
々
「
筆
証
本
」
「
行
賦
字

賦
」
「
瘻
老
」
等
の
紛
ら
わ
し
い
字
体
の
問
題
五
箇
条
を
あ
げ
て
ゆ
き
、
そ
の
最
後
の
項
目
に
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

マ
マ

五
、
「
正
廿
」
の
部
分
、
わ
ず
か
な
ケ
バ
立
ち
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
削
っ
た
う
え
に
、
重
ね
書
き
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か

マ
マ

し
、
天
正
は
廿
四
年
ま
で
し
か
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
重
ね
書
き
す
る
必
然
は
考
え
ら
れ
な
い
。
本
奥
書
の
最
大
の
不
審
と
い
う
べ
き

マ
マ

と
こ
ろ
。
し
か
も
、
「
極
め
」
に
い
う
「
三
条
公
頼
」
は
、
別
の
「
極
め
」
に
は
、
「
天
正
廿
年
」
に
「
於
防
州
生
害
」
と
あ
る
。

・
・
・
…
「
五
」
の
そ
れ
は
、
明
解
を
う
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
が
、
一
つ
の
想
定
と
し
て
は
、
右
の
よ
う
な
高
か
ら
ぬ
知

的
水
準
の
持
ち
主
で
す
ら
気
付
い
た
な
ん
ら
か
の
ミ
ス
を
削
り
消
し
た
上
に
、
強
い
筆
で
「
廿
」
と
重
ね
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

マ
マ

あ
る
い
は
「
天
正
」
じ
た
い
が
、
言
き
加
え
の
可
能
性
も
あ
る
。
僻
遠
の
地
な
る
が
ゆ
え
の
そ
れ
と
見
倣
す
に
は
、
時
間
の
経
過
が

あ
り
す
ぎ
る
。
な
お
、
こ
の
削
り
消
し
た
文
字
を
「
十
」
と
想
定
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
や
や
細
す
ぎ
る
。
想
定
不
能
と
す
る
に
し

、
、

な
ぜ
か
野
村
は
、
「
天
文
廿
五
年
。
：
」
の
写
真
を
掲
げ
つ
つ
、
す
べ
て
「
天
正
」
と
誤
っ
て
い
る
が
、
当
然
「
天
文
」
と
あ
る
べ
き
と

（
Ⅲ
堅

く
は
な
い
か
。
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い
ず
れ
も
こ
の
写
し
手
の
、
書
き
本
に
対
す
る
読
解
能
力
の
問
題
に
帰
せ
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
思
う
に
、
こ
の
写
し
手
の

古
典
的
知
識
の
程
が
問
わ
れ
る
写
し
様
で
あ
り
、
一
見
能
筆
だ
が
必
ず
し
も
然
る
べ
き
「
才
」
の
持
ち
主
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
見

え
る
。
加
え
て
、
８
（
横
井
注
ｌ
年
号
の
問
題
の
条
）
で
あ
る
。
そ
れ
も
天
文
二
五
年
が
あ
る
な
ら
ば
と
に
か
く
、
天
文
は
二
四
年

ま
で
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
困
惑
は
深
ま
る
。
あ
え
て
誤
訂
を
加
え
る
こ
と
の
意
味
は
理
解
し
が
た
い
。
い
え
ば
、
そ
の
こ
と
す
ら

（
吃
）

認
識
し
え
な
い
程
度
の
書
写
の
水
準
を
示
す
と
も
い
い
う
る
。

と
、
前
槁
の
言
説
を
補
強
し
て
い
る
。
両
碩
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
は
明
蜥
で
あ
り
、
そ
の
分
だ
け
否
定
し
う
べ
く
も
な
い
。
し
か
も
、

南
波
浩
に
よ
る
定
家
本
系
統
最
善
本
の
評
価
を
く
つ
が
え
し
か
ね
な
い
、
重
大
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
先
年
、
京
都
市
京

、
、
、
、

都
文
化
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
源
氏
物
語
千
年
紀
展
」
で
本
書
が
展
示
さ
れ
た
際
、
そ
の
図
録
に
「
定
家
本
の
最
善
本
と
さ
れ
る
」

（
週
）

（
傍
点
ｌ
横
井
）
と
い
い
、
「
奥
書
に
「
天
文
二
十
五
年
」
と
あ
る
が
天
文
は
二
十
四
年
ま
で
で
あ
り
、
議
論
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と

付
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
影
響
力
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
、
情
報
の
伝
達
の
経
路
・
方
法
・
速
度
を
検
証
し
な
い
ま
ま
、
情
報
化
社
会
に
生
き
る
現
代
人
の
感
覚
で
改
元
を
議
論
す
る
の

は
観
念
的
に
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
先
述
の
く
り
返
し
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
南
北
朝
・
室
町
期
に
は
、
政
治
的
軍
事
的
立
場
に
よ
っ

て
改
元
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
身
の
置
き
所
に
よ
っ
て
旧
年
号
を
か
な
り
後
ま
で
使
い
続
け
る
場
合
も
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
「
天
文
廿
五
年
」
は
当
初
か
ら
存
在
し
な
い
も
の
と
す
る
議
論
は
、
か
え
っ
て
先
入
主
を
持
つ
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
、
実
践
女

子
大
学
本
の
奥
書
の
疑
問
点
と
す
る
決
め
手
と
し
て
は
、
あ
る
程
度
の
留
保
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Ｉ
と
は
、
旧
槁
に
述
べ
た
こ

と
の
く
り
返
し
に
他
な
ら
な
い
（

こ
ろ
。
こ
こ
で
も
問
壼

に
八
項
目
に
細
分
し
、

こ
こ
で
も
問
題
視
さ
れ
る
の
は
毛
羽
立
ち
と
年
号
の
関
連
で
あ
っ
た
。
野
村
は
、
さ
ら
に
別
槁
を
継
い
で
、
不
審
の
箇
条
を
さ
ら
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二一二実践女子大学本『紫式部集』の現状報告

と
す
れ
ば
、
問
題
は
擦
り
消
し
痕
（
削
訂
）
自
体
に
焦
点
を
絞
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
的
に

は
、
そ
の
擦
り
消
し
痕
な
る
も
の
は
た
か
だ
か
一
ｍ
四
方
の
大
き
さ
に
過
ぎ
な
い
も
の
だ
。
前
節
に
本
書
の
削
訂
の
実
例
を
見
て
き
た
よ

う
に
、
拡
大
す
る
し
か
検
討
の
余
地
が
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
、
問
題
の
箇
所
に
特
殊
撮
影
（
斜
光
）
し
た
写
真
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

〔
写
真
吃
〕
奥
書
・
部
分
拡
大

綴
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旧
槁
に
も
載
せ
た
も
の
だ
が
、
問
題
意
識
を
共
有
し
て
下
さ
る
向
き
は
な
く
も
な
か
っ
た
も
の
の
、
掲
載
写
真
が
小
さ
か
っ
た
た
め

か
、
直
接
こ
れ
に
対
す
る
反
響
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
た
だ
、
毛
羽
立
ち
の
部
分
は
肉
眼
で
は
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
こ
の
よ
う
に
拡
大
し
て
み
れ
ば
か
な
り
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
〔
写
真
吃
〕
に
紙
の
繊
維
の
乱
れ
Ⅱ
毛
羽
立
ち
の
顕

著
な
箇
所
に
輪
郭
を
つ
け
た
の
が
、
次
の
写
真
で
あ
る
。

〔
写
真
喝
〕
奥
耆
・
部
分
拡
大
の
毛
羽
立
ち
箇
所
（
枠
内
）

一 『,
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二一二実践女子大学本「紫式部集」の現状報告

〔
写
真
過
〕
に
よ
れ
ば
、
「
天
文
廿
五
」
の
二
文
字
に
か
か
る
紙
繊
維
の
乱
れ
で
は
あ
る
が
、
「
文
」
の
下
半
分
と
「
廿
」
の
全
部
が
そ

の
範
囲
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
削
除
さ
れ
た
文
字
は
一
宇
分
と
し
て
は
や
や
大
き
く
、
二
字
分
と
し
て
は
小
さ
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

気
が
つ
く
こ
と
は
他
に
も
あ
る
。
〔
写
真
吃
〕
に
も
ど
っ
て
み
よ
う
。

「
文
」
字
の
上
か
ら
左
下
に
払
う
三
画
目
（
二
筆
目
）
前
半
、
儂
睾
と
薄
墨
と
が
折
り
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
「
廿
」

字
の
上
部
に
消
し
残
し
た
墨
痕
が
あ
る
こ
と
、
「
廿
」
字
自
体
に
も
あ
ち
こ
ち
に
濃
い
墨
と
薄
い
墨
が
ま
だ
ら
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、

あ
ら
た
め
て
気
づ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
毛
羽
立
ち
の
な
い
箇
所
に
も
、
阿
部
秋
生
の
指
摘
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
五
」
字
も
墨
を

接
い
だ
ら
し
い
と
こ
ろ
が
見
え
る
。
先
に
、
本
文
中
の
削
訂
の
例
と
し
て
あ
げ
た
中
に
、
擦
り
消
し
と
と
も
に
（
あ
る
い
は
擦
り
消
し
と

し
か
し
な
が
ら
、
〔
写
真
Ｂ
〕
の
よ
う
に
加
工
し
て
み
て
も
、
下
に
書
か
れ
た
文
字
は
見
え
に
く
い
。
斜
光
写
真
は
毛
羽
立
ち
を
浮
き

彫
り
に
は
す
る
が
、
擦
り
消
し
た
跡
は
必
ず
し
も
消
さ
れ
た
文
字
の
大
き
さ
を
保
証
す
る
も
の
で
も
な
い
。

そ
こ
で
さ
ら
に
同
じ
箇
所
を
赤
外
線
写
真
に
お
さ
め
た
の
が
、
次
頁
の
〔
写
真
皿
〕
で
あ
る
。
赤
外
線
撮
影
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
肉

眼
で
は
確
認
で
き
な
い
墨
の
濃
淡
、
影
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

（
４
）
一
三
オ
８
行
（
一
九
八
頁
下
略
行
）
「
お
も
は
す
な
り
」

（
５
）
一
三
ウ
ー
行
（
一
九
八
頁
下
四
行
）
「
か
す
な
ら
ぬ
」

の
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
文
字
に
、
い
っ
た
ん
書
い
た
文
字
の
一
部
に
墨
を
差
し
て
い
た
の
を
見
て
き
た
。
同
断
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
か
も

知
れ
な
い
が
、
こ
の
書
写
者
は
時
折
文
字
の
整
形
・
修
正
の
つ
も
り
で
墨
の
継
ぎ
足
し
を
す
る
癖
が
あ
る
か
の
ど
と
く
に
見
受
け
ら
れ
る

は
別
に
）
、

の
で
あ
る
。

nn
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こ
れ
に
よ
っ
て
墨
の
濃
淡
が
か
な
り
鮮
明
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
「
文
」
字
は
濃
墨
と
薄
墨
と
が
重
層
し
て
お
り
、
薄
い
墨
の
上
に
儂
呈
が
継
ぎ
足
さ
れ
て
現
在
の
字
形
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
右
に
話
題
に
し
た
、
上
か
ら
左
下
に
払
う
三
画
目
（
二
筆
目
）
は
大
き
く
左
に
払
っ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
こ
れ
は
薄
い
星
で
、

そ
の
途
中
ま
で
儂
呈
が
重
ね
て
塗
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。
一
画
目
か
ら
二
・
三
画
目
（
一
筆
目
か
ら
二
筆
目
）
が
当
初
は
少
し
垂
直
に
近

か
っ
た
も
の
を
、
や
や
右
手
か
ら
遠
回
り
し
て
左
払
え
の
線
に
合
流
す
る
よ
う
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
写
真
皿
〕
奥
耆
・
部
分
拡
大
の
赤
外
線
映
像

守
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二一二実践女子大学本「紫式部集」の現状報告

「
廿
」
字
は
最
も
繊
維
が
乱
れ
て
凸
凹
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
書
い
た
た
め
、
い
っ
た
ん
墨
が
乗
ら
ず
に
擦
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
濃
い
墨
を
何
箇
所
か
に
こ
こ
も
重
ね
塗
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
「
廿
」
字
の
周
辺
に
は
だ
い
ぶ
散
ら
さ
れ
て
し

ま
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
墨
痕
ら
し
い
影
が
見
え
る
。
そ
れ
を
縁
取
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
図
に
な
る
。

〔
写
真
肥
〕
赤
外
線
映
像
に
よ
る
睾
痕
の
輪
郭

よ
う
か
。

と
い
う
こ
と
は
、
「
文
」
字
の
下
に
は
、
少
し
く
字
形
は
異
に
す
る
が
、
同
じ
「
文
」
の
字
が
書
か
れ
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

rW一

一凸0－



墨
痕
と
見
え
る
範
囲
を
ど
こ
ま
で
縁
取
る
か
、
正
直
に
申
せ
ば
む
ず
か
し
い
。
擦
り
消
し
し
た
た
め
に
呈
痕
が
拡
散
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
右
の
図
の
判
断
が
絶
対
と
胸
を
張
る
自
信
は
な
い
。
し
か
し
、
赤
外
線
の
映
像
で
捉
え
ら
れ
た
影
が
呈
痕
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
下
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
、
明
ら
か
に
「
十
」
の
字
形
で
は
あ
り
得
な
い
。
確
実
に
存
在
し
た
「
天
文
十
五
年
」
と
合
理
化

す
る
こ
と
で
お
茶
を
濁
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
極
端
な
こ
と
を
い
え
ば
、
年
号
と
し
て
は
さ

ら
に
あ
り
え
な
い
は
ず
の
「
州
」
「
廿
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
可
能
性
は
低
い
け
れ
ど
も
、
削
除
さ
れ
た
の
は

完
全
な
一
宇
の
形
態
で
は
な
か
っ
た
場
合
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
右
の
図
Ⅱ
〔
写
真
咽
〕
で
縁
取
っ
て
み
た
よ
う
な
、
ま
と
も
な
形
を
な
し
て
る
の
か
否
か
、
微
妙
な
あ
わ
い
の
な
か
で
、
あ

え
て
大
胆
に
申
せ
ば
、
直
上
の
「
文
」
字
の
場
合
か
ら
類
推
し
て
、
「
廿
」
字
の
下
に
も
、
字
形
は
や
や
異
な
る
が
や
は
り
「
廿
」
の
字

が
書
か
れ
て
い
た
、
と
考
え
て
み
て
は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
現
状
の
「
汁
」
の
横
棒
線
の
右
上
部
に
二
が
重
ね
塗
り
さ
れ
て
い

る
。
も
と
も
と
は
細
い
横
線
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
縦
の
棒
線
が
二
本
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
、
現
在
の
そ
れ
と
は
ず
れ
る
と
こ
ろ

に
引
か
れ
て
い
た
、
と
い
う
可
能
性
も
ま
た
存
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
疑
惑
の
目
で
み
ら
れ
て
き
た
「
天
文
廿
五
年
」
の
表
皮
を
め
く
っ
て
み
た
ら
、
下
地
か
ら
や
は
り
「
天
文
廿
五
年
」
が
現
れ

た
、
と
い
う
結
果
を
想
定
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
大
変
皮
肉
な
結
果
で
あ
る
。
ア
ポ
リ
ァ
は
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
ア
ポ
リ
ァ
な
の
だ
ろ

た
、
Ｌ

う
か
。

注（
叩
）
阿
部
秋
生
・
前
田
裕
子
、
注
（
１
）
前
掲
槁
「
紫
式
部
集
一
冊
」
（
「
年
報
』
第
一
号
）
、
七
二
頁
。

少
な
く
と
も
、
実
践
女
子
大
学
本
『
紫
式
部
集
』
の
問
題
の
奥
書
の
現
状
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
右
の
よ
う
に
報
告
す
る
ほ
か
は
な
い
。
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実践女子大学本「紫式部集」の現状報告二二

付
記本

稿
を
な
す
に
先
立
っ
て
、
二
○
○
八
年
一
○
月
、
田
中
登
、
久
保
田
孝
夫
両
氏
の
来
訪
を
受
け
た
。
両
氏
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
教
示
に

あ
ず
か
っ
た
が
、
本
稿
に
は
そ
の
一
部
の
み
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。
両
氏
の
教
示
に
篤
く
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

式
部
集
」
」
、
一
四
～
’
五
頁
。

（
吃
）
野
村
精
一
、
注
（
２
）
②
前
輻

（
喝
）
京
都
文
化
博
物
館
編
「
源
庁

（
ｕ
）
野
村
精
一
、
注
（
２
）
①
前
掲
槁
「
文
芸
資
料
研
究
所
廿
周
年
記
念
展
示
会
「
出
展
書
の
見
ど
こ
ろ
」
拾
遺
１
１
「
む
ら
さ
き

野
村
精
一
、
注
（
２
）
②
前
掲
槁
「
作
家
・
作
品
・
作
者
ｌ
む
ら
さ
き
式
部
の
ば
あ
と
、
一
四
～
一
五
頁
。

と
き

京
都
文
化
博
物
館
編
『
源
氏
物
語
千
年
紀
展
～
恋
、
千
年
の
時
空
を
こ
え
て
～
』
（
京
都
府
・
京
都
市
・
同
館
ほ
か
、
二
○
○

八
年
四
月
）
、
六
四
頁
。
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